
　

定
期
的
に
通
っ
て
い
る
病
院
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
検
温
、
手
の

消
毒
、
飛
沫
感
染
予
防
の
た
め
の
ア
ク
リ
ル
板
や
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
設
置
が
さ
れ
、
さ

ら
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
し
て
い
ま
す
。

以
前
と
は
違
っ
た
病
院
風
景
で
す
が
、
そ
ん
な
待
合
室
や
検
査
室
の
前
に
か
け
て
あ
る
何

気
な
い
風
景
の
絵
画
作
品
に
目
を
や
る
と
、
何
故
か
心
が
穏
や
か
に
な
り
ほ
っ
と
し
た
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
美
し
い
音
楽
に
癒
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

絵
画
作
品
や
立
体
作
品
、
そ
し
て
日
常
使
う
器
一
つ
に
し
て
も
私
た
ち
が
ど
れ
ほ
ど
精
神

面
で
助
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
、
そ
し
て
大
雨
に
よ
る
自
然
災

害
・
・
・
。
人
が
生
き
て
い
く
前
に
次
か
ら
次
へ
と
突
然
起
こ
り
う
る
こ
と
に
対
し
て
言

葉
が
出
な
い
状
況
は
続
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
眠
れ
な
い
夜
に
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
く
る
懐
か
し
い
音
楽
や
Ｄ
Ｊ
の
言
葉
に

ど
れ
だ
け
の
人
々
が
心
救
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

青
春
時
代
に
聞
い
た
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
や
父
親
が
歌
っ
て
い
た
懐
メ
ロ
、
絵
描
き
仲
間
が

集
ま
っ
て
酔
い
つ
ぶ
れ
な
が
ら
も
歌
っ
て
い
た
歌
詞
や
当
時
の
様
子
が
少
し
前
の
こ
と
の

よ
う
に
甦
っ
て
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
あ
っ
た
も
の
の
良
き
時
代
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
と
は
言
っ
て
も
、
今
は
今
。
現
実
を
受
け
止
め
て
新
し
い
生
活
様
式
と
い
う
も
の
を

作
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
自
問
自
答
。
自
分
に
と
っ
て
の
新
し
い
生
活
様
式

と
は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
も
の
な
の
か
考
え
て
い
ま
す
。

　

三
ヵ
月
休
廊
の
日
々
の
後
、「
第
４
回
楕
円
展
」
で
八
人
の
作
家
の
新
作
と
向
き
合
い
、

「
白
川
昌
生
・
し
ら
か
わ
と
も
こ
展
」
会
期
中
に
白
川
氏
と
美
術
の
動
向
や
制
作
現
場
、

美
術
教
育
な
ど
幅
広
い
話
を
数
人
の
作
家
を
交
え
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
美

術
や
音
楽
が
幼
児
か
ら
成
人
に
な
る
ま
で
の
間
に
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
も
の
な
の
か
、
ま
た

指
導
す
る
立
場
か
ら
技
術
だ
け
で
な
く
物
事
の
捉
え
方
、
言
語
教
育
を
含
め
た
方
法
論
な

ど
も
同
時
に
重
要
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
・
・
・
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

大
き
な
社
会
構
造
の
中
に
あ
っ
て
自
由
に
表
現
し
て
い
け
る
場
、
ま
た
経
済
的
な
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
な
ど
難
し
い
問
題
が
山
積
み
な
現
状
で
の
活
動
は
、
表
現
者
と
し
て
ど
こ
ま
で
可

能
な
の
か
多
く
の
作
家
た
ち
が
抱
え
て
い
る
問
題
で
す
。

　

多
種
多
様
な
ネ
ッ
ト
社
会
、
情
報
が
溢
れ
て
い
る
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
伴
う
リ
モ
ー
ト
に
よ
る
在
宅
ワ
ー
ク
や
授
業
な
ど
が
人
々
に
と
っ
て
ど
こ
ま
で
可

能
な
の
か
も
問
わ
れ
始
め
て
い
る
昨
今
で
す
。
そ
ん
な
時
に
再
び
病
院
で
の
一
枚
の
絵
画

を
ふ
と
思
い
出
し
て
い
ま
す
。　

                                                                       　
　
　
　
　
（
武
藤
）

ノ
イ
エ
ス
だ
よ
り

ノ
イ
エ
ス
朝
日
（
朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社
）

群
馬
県
前
橋
市
元
総
社
町
七
三
‐
五

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
７
・
２
５
５
・
３
４
３
５
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久
保
茂
雄
氏
の
ノ
イ
エ
ス
朝
日
で
初
の
個
展
で
す
。

以
前
、
久
保
氏
か
ら
預
か
っ
た
資
料
に
「
制
作
す
る
に
当
た
っ
て
」

と
い
う
文
章
が
あ
り
ま
す
。

「
テ
ー
マ
は
自
然
。
広
範
囲
で
、
つ
か
み
所
な
い
よ
う
で
す
が
、
自
然

と
生
き
物
の
関
わ
り
、
自
然
物
の
物
を
ア
レ
ン
ジ
・
デ
フ
ォ
ル
メ
（
省

略
・
誇
張
）
し
て
、
材
料
（
木
・
鉄
・
焼
き
物
）
等
、
生
か
さ
れ
る

よ
う
に
し
な
が
ら
、
生
命
感
や
情
感
が
出
る
よ
う
に
制
作
し
て
い
ま

す
。
人
と
人
と
の
出
会
い
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
る
よ

う
に
、
物
と
物
・
人
と
物
と
の
間
に
も
ド
ラ
マ
が
生
じ
ま
す
。

制
作
過
程
で
は
、
取
っ
た
り
、
付
け
た
り
、
大
き
さ
を
変
え
た
り
し

な
が
ら
も
、
最
初
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
外
れ
、
意
外
な
展
開
に
至
る
こ

と
も
多
々
で
す
。
し
か
し
基
本
は
さ
り
げ
な
い
自
然
さ
で
す
。（
略
）

　

自
然
界
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
変
化
し
て
い
ま
す
。
つ
り
合
い

を
保
つ
た
め
に
天
気
は
変
化
し
ま
す
。
さ
さ
や
か
な
変
化
に
は
味
わ

い
も
あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
不
均
衡
は
大
災
害
を
生
み
ま
す
。
不
動

の
作
品
に
は
均
衡
、
自
然
さ
が
不
可
欠
で
す
。（
略
）」

　

作
品
の
写
真
十
数
点
は
、
言
葉
通
り
自
然
と
共
存
し
て
い
る
人
物

や
生
命
感
溢
れ
る
フ
ォ
ル
ム
が
躍
動
的
で
心
を
う
ち
ま
す
。

四
十
数
点
の
作
品
と
の
出
合
い
が
楽
し
み
で
す
。

ノ
イ
エ
ス
朝
日
〈
展
覧
会
〉
の
ご
案
内

会
期　
　

八
月
二
十
二
日
（
土
）
～
二
十
八
日
（
金
）

　
　

      

午
前
十
時
～
午
後
五
時
（
最
終
日
は
午
後
四
時
）

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

　

ノ
イ
エ
ス
朝
日
で
の
斉
藤
健
司
氏
の
展
覧
会
も
今
回
で
八
回
目
に

な
り
ま
す
。
終
戦
か
ら
「
７５
年
目
の
夏
」
を
迎
え
る
今
年
の
夏
は
人
類

に
と
っ
て
も
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
真
っ
只
中
に
い
ま
す
。

世
界
中
で
起
き
て
い
る
内
戦
、
紛
争
、
戦
争
も
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し

て
い
ま
す
。
７５
年
目
を
迎
え
た
今
年
も
作
品
と
向
き
合
い
新
た
に
平
和

で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

斉
藤
健
司
作
品
展　

― 

７５
年
目
の
夏 

―　
　
　

 

〈
企
画
〉

久
保
茂
雄
彫
刻
展                  
〈
企
画
〉

会
期　
　

八
月
一
日
（
土
）
～
九
日
（
日
）

            

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分
（
最
終
日
は
午
後
五
時
）

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

　

恒
例
に
な
り
ま
し
た
特
別
講
座
の
お
知
ら
せ
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
に
よ
り
先
着
三
十
名
限
定
で
開
催
予
定
で
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
回
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

石
川
薫
記
念
地
域
文
化
賞
受
賞
者
特
別
講
座

講
師　

早
田　

勉
（
そ
う
だ　

つ
と
む
）
氏

　
　

演
題
「
火
山
灰
で
わ
か
っ
た
群
馬
の
歴
史
災
害
」

　
　

日
時　
　

九
月
十
日
（
木
）
午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

　
　

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１

　
　

定
員　
　

先
着
三
十
名

　
　

費
用
（
資
料
代
）
未
定

　
　

主
催　

一
般
財
団
法
人　

群
馬
地
域
文
化
振
興
会

展
覧
会
及
び
特
別
講
座
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
来
廊
の
折
に
は
マ
ス
ク

着
用
と
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
っ
て
も
日
々
の
生
活
の
中
で
絵
画
や
版
画
、

彫
刻
を
創
り
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
こ
の
営
み
は
自
分
を
支
え
て
く
れ

る
も
の
で
あ
り
人
間
と
し
て
の
証
し
で
も
あ
り
ま
す
。
十
一
名
の
作

品
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ご
来
廊
の
折
に
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
期　
　

八
月
十
五
日
（
土
）
～
十
九
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
三
十
分（
最
終
日
は
午
後
五
時
）

会
場　
　

ノ
イ
エ
ス
朝
日　

ス
ペ
ー
ス
１
・
２

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
作
家
た
ち
展

　
石
井
　
克
　
　
倉
田
章
子
　
　
桑
原
康
枝
　
　
小
暮
芳
宏

　
多
胡
　
宏
　
　
田
島
和
雄
　
　
手
島
ま
き
子
　
中
林
三
恵

　
疋
田
由
利
子
　
山
岸
千
冬
　
　
吉
田
光
正


